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振付家レオニード・ヤコプソン 
―その知られざる生涯 1― 
梶彩子 
 
《要旨》 
本稿では、ソ連時代の振付家レオニード・ヤコプソン（1904-1975）について、経歴
や主要作品を紹介しながら、これまで広く知られてこなかった日本とのつながりに
ついて分析した。ロシアでは、代表作の『シュラレー』及び『スパルタクス』での評
価が高いが、日本を含めロシア国外における知名度は高いとは言えない。しかし、キ
ーロフ劇場、後年は自身のバレエ団舞踊ミニアチュールを主な拠点としながら、作
品ひとつひとつに適した舞踊語彙を模索するという姿勢を貫き、非常に多岐にわた
るジャンル、規模、様式の作品を作り続けた功績は大きく、ソ連内外の振付家に影響
を与えた。また、少年時代に経験した世界一周の中で、ヤコプソンが最初に日本を訪
れていること、後年バレエ作品『ヒロシマ』（音楽：ヘンリク・グレツキ）で原爆の
悲劇というテーマに取り組んでいることなど、日本とも少なからぬ関係があること
も確認され、日本におけるさらなるヤコプソン研究が希求される。 
 
《キーワード》 
レオニード・ヤコプソン、ソヴィエト・バレエ、ヒロシマ 
 
はじめに 
ソ連の振付家レオニード・ヤコプソン（1904－1975）は、『シュラレー』（1950年）、『ス
パルタクス』（1956年）をはじめとする傑作を残し、ソヴィエト・バレエにおける卓越し
た振付家だが、その功績に対してロシアの外での知名度は低く、とくに日本での研究はさ
れてこなかった。しかし、その生涯を読み解いていくと、ソ連外で才能を高く評価された
時期や、また、海外の振付家との交流があったことが判明した。それに加えて、少年期に
日本を訪れていたことや、後年『ヒロシマ』という作品を作っていたことなど、知られざ
る日本とのかかわりがあったということが明らかになった。 
                            
1 本稿は、筆者の修士論文「世界的文脈におけるレオニード・ヤコプソンのコレオグラフィ」
（«Хореография Леонида Якобсона в мировом контексте»、2018年 6月、サンクトペテルブルク国立
大学歴史学部西欧・ロシア文化史学科提出）の一部を抜粋・修正し、まとめたものである。 
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本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示4.0国際ライセンス（CC-BY）下に提供します。 
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本稿では、ヤコプソンの経歴をかいつまんで紹介しながら、ヤコプソンの知られざる日
本とのつながりを取り上げたい。 
 
1. 波乱の生涯 
レオニード・ヴェニアミノヴィッチ・ヤコプソン（Леонид Вениаминович Якобсон）は
1904年 1月 2日、ペテルブルクのユダヤ系家庭に生まれた。奇しくもその 1週間後にゲ
オルギー・バランチヴァーゼがこの世に生を受けている。後にアメリカのバレエの発展に
寄与し、ジョージ・バランシンの名で広く世界に知られたバランチヴァーゼに対し、ヤコ
プソンは、彼と同時期に生まれ、同じバレエ学校を卒業し、彼に勝るとも劣らない優れた
才能を持ちながら、活躍の場をソ連にしか持ちえなかったために、その功績に対する認知
度や評価は、十分であるとは言えない。 
ヤコプソンがバレエを始めたのは遅く、16歳でチャクルィーギン（Александр Иванович 
Чакрыгин）の個人教授のもとで習い始める。たまたま通りかかったバレエ教室のレッスン
風景に魅せられ、門戸を叩いたという。プロのダンサーを目指すには遅い年齢にもかかわ
らず、短期間で基礎をものにし、1923年、19歳でペトログラード舞踊学校（現在のワガ
ノワ・バレエ・アカデミー）の夜間部 2に入学し、後に普通科に転入する。1926年の卒業
時にはアグリッピナ・ワガノワ（Агриппина Яковлевна Ваганова）もヤコプソンの振付家
としての才能に着目し、彼女の勧めで 7年間、レニングラード舞踊学校で生徒たちのため
に無給で振付を行った。舞踊学校での仕事の傍ら、キーロフ劇場でコール・ド・バレエの
ダンサーとしても舞台に立ち、時にはソロのパートを踊ることもあった。1930年、バレエ
『黄金時代』3（音楽：ショスタコーヴィチ）の振付を手掛けた際に、そのアクロバティッ
クで前衛的な振付ゆえにワガノワと衝突し決別する。当時キーロフ劇場の芸術監督であっ
たワガノワとの決別は決定的で、ヤコプソンはレニングラードを去ることになる。1933年、
かつての恩師セミョーノフ（Виктор Александрович Семёнов）の招へいでモスクワに移る
ものの、目立った作品を残しておらず、カザン、スヴェルドロフスク、ペルミ、モルドヴ
ァといった地方都市を転々とし、バレエ教師、また振付家として、細々と食いつないでい
った。また、1948－49年には、モスクワにあったイサドラ・ダンカンのダンス・スタジオ
                            
2 ペトログラード舞踊学校の夜間部は、革命後のダンサー国外流出による人員不足を補うために開
かれ、普通科の入学年齢を過ぎてしまった子供たちが学んだ。コンスタンチン・セルゲーエフ、ワ
フタング・チャブキアーニら後のキーロフ劇場の一流ダンサーもヤコプソン同様、夜間部から普通
科に転入している。 
3 バレエ『黄金時代』は、全 3 幕のバレエ作品で、ワイノーネンとチェスナコフと共同で振付を行
い、ヤコプソンは主に 2幕を手掛けた。 
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で振付家として働いたこともあった。これは、ダンカンの元マネージャーであったシュネ
イデルの招きによるもので、1949 年にシュネイデルが逮捕され、スタジオが閉鎖された
ことで、ヤコプソンはそこでの仕事を終えざるを得なかった。 
1949年、ヤコプソンは長い放浪の末、ようやくキーロフ劇場に戻り、翌年 1950年、『ア
リ・バティール』4（音楽：ヤルーリン）を上演する。このバレエは、1941年 8月に計画
されていた、タタール芸術旬間（Декада татарского искусства）に向け、ヤコプソンがカザ
ンに赴き取り組んでいた作品であった。1941 年の独ソ戦開始により芸術旬間は中止にな
り、『アリ・バティール』の初演は叶わず、キーロフ劇場での初演までに 10年もの年月を
要した。そんな複雑な事情を経て、1950年、『アリ・バティール』はレニングラードで大
成功を収め、ヤコプソンはスターリン賞を受賞した。1930年代、『黄金時代』をはじめと
する前衛的な作品を上演する傍ら、雑誌『労働者と劇場』で古典バレエ様式を否定する発
言を繰り返してきたヤコプソンであったが、『アリ・バティール』では、全編を通し古典
バレエ様式とタタールの民族舞踊が見事に融合した民話の世界を作り上げた。 
栄光は長くは続かず、ほどなくしてヤコプソンのユダヤ人である出自を非難する記事が
書かれると、再びヤコプソンはキーロフ劇場を去らざるを得なくなる。加えて、ヤコプソ
ンの譲歩や妥協を一切しない頑固な性格や、常に振付を即興で行うためにダンサー側から
生まれた不満など、振付家としての仕事のやりにくさが災いした。 
1956年、ヤコプソンのよき理解者であったピョートル・グーセフ（Пётр Андреевич Гусев）
の招きにより、ヤコプソンは再びキーロフ劇場に戻り、1956年、『スパルタクス』（音楽：
アラム・ハチャトゥリアン、台本：ニコライ・ヴォルコフ 5）を初演する。前 73－71年の
スパルタクスの反乱という史実に題を求めてはいるが、反乱は「自由への闘争」であり、
スパルタクスは社会主義の英雄として描かれ、作品は現代的なテーマに基づくとされた。
実際に台本には、マルクスやレーニンによるスパルタクスへの言及が引用されている。社
会主義のイデオロギーにお墨付きを得たこのバレエ作品で、ヤコプソンは、果敢にも古典
バレエ様式を覆し、アカデミックな劇場ではじめてポワントやアン・ドゥオールを排した
振付を行った。このことはキーロフ劇場史上未だかつてなかった大変な物議をかもした。
現代的なテーマを描くのは自由な舞踊語彙でしか成し遂げられないというのがヤコプソ
ンの主張であり、ヤコプソンは一切譲ることはなかった。台本作家のヴォルコフは作品の
                            
4 バレエ『アリ・バティール』はのちに『シュラレー』という作品名に変えられ、マリインスキー
劇場のレパートリーにも『シュラレー』という作品名で記載されている。 
5
 ニコライ・ヴォルコフ（Николай Дмитриевич Волков）は『スパルタクス』の他にも、『パリの炎』
（音楽：ボリス・アサフィエフ、振付：ワイノーネン）、『バフチサライの泉』（音楽：アサフィエフ、
振付：ロスチスラフ・ザハロフ）といったバレエ作品の台本を手掛けていた。 
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歴史的信憑性を重視しており、キーロフ劇場はエルミタージュ美術館に監修を依頼してい
た。また、同美術館に展示されていたヘレニズムの傑作であるペルガモン祭壇も、振付家
ヤコプソンにとって、重要なインスピレーションの源であった。実際に、作品中では、ダ
ンサーたちが数秒間、「生けるレリーフ」のごとく停止し、巨大な 1枚の絵画が舞台上に
浮かび上がるように見える場面がある。『スパルタクス』は古典バレエのきまりに反した
自由な踊りだけでなく、このような古代ギリシア・ローマ美術への接近により、より鮮や
かな演劇性を持ちえたのであった。古代ローマ風のチュニックやサンダル、自由な舞踊語
彙は、1948－49年に働いていたダンカンのスタジオの影響が見て取れた。 
1962 年にはボリショイ劇場で縮小版が初演され、さらにボリショイ劇場のアメリカ公
演でも上演された。冷戦真っ只中のアメリカで、ソ連の極めて政治的なバレエとみなされ
た『スパルタクス』は冷遇され、ヤコプソンは失意のうちにアメリカを後にした。こんに
ちでは、1967年にボリショイ劇場で初演されたグリゴローヴィチ版『スパルタクス』の方
が広く知られており、評価も高い。しかし、1950年代、いまだドラマ・バレエ一辺倒であ
ったソヴィエト・バレエ史において、現代的な舞踊語彙を用いたヤコプソン版『スパルタ
クス』が、その後 1960年代に現れるグリゴローヴィチやベリスキーといった、新たな世
代に与えた影響は大きい。 
ヤコプソンは、その後キーロフ劇場で意欲的に作品を発表する。1962年には、マヤコフ
スキ （ーВладимир Владимирович Маяковский）の同名作品をもとにしたバレエ『南京虫』
（音楽：オトカーゾフ 6、フィルティチ）を上演する。作品は、グロテスクな踊りと、自
由な舞踊で構成され、マヤコフスキー自身が舞台上で登場人物を思うままに生み出し操る
という風変わりな手法が取られた。作品は好評だったが、15 回の上演後キーロフ劇場の
レパートリーから外され、1971年、ヤコプソンは自分のバレエ団で、『南京虫』のショス
タコーヴィチの音楽に合わせたヴァージョンを上演する。ちなみに、1972 年にはフラン
スの振付家ローラン・プティが、マヤコフスキーの『聞いてください！』（«Послушайте!»）
をもとにした『星々を燃やせ』（«Allumez les Étoiles»）というバレエ作品を上演しており、
この作品では、ヤコプソンの『南京虫』同様、詩人マヤコフスキーが作品の中核をなして
いる。プティがマヤコフスキー作品に取り組んだきっかけとして、ロシアの研究者チスチ
ャコーワは 1963年のモスクワ風刺劇場（Московский театр сатиры）が『南京虫』をパリ
                            
6 オトカーゾフ（Ф. Отказов）は偽名で、『南京虫』の音楽を最初に担当したのは、オレグ・カラヴ
ァイチュク（Олег Каравайчук）であった。カラヴァイチュクは非凡な才能の持ち主であったが、作
曲した音楽を楽譜に書き残すことができず、困り果てたヤコプソンがフィルティチに依頼したとこ
ろ腹を立て、「クレジットに本名を載せることを Отказ（拒否）」という意味合いを込めたニックネ
ームが生まれた。 
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のサラ・ベルナール座（現在のシャトレ座）で上演 7したことを挙げているが、1961年の
段階でヤコプソンの名がある程度西側のバレエ界に知られていたことをふまえると、プテ
ィがヤコプソン版『南京虫』について知りえた可能性も否めない。 
1964年、ヤコプソンは、『南京虫』に引き続き、文学作品をもとにしたバレエに取り組
み、アレクサンドル・ブロークの革命詩『12』をもとにしたバレエを上演する。1917年の
ロシア革命を扱ったバレエ『12』（音楽：ボリス・チーシェンコ）において、旧勢力であ
るブルジョワをグロテスクで風刺的な舞踊で、対する新勢力である 12人の兵士たちを激
情的で力強い踊りで描き出した。『南京虫』も『12』も、同時代的なテーマを扱った現代
作品であり、ヤコプソンは、各々の原作者の文体に合わせた舞踊を生み出し、バレエ化す
ることに成功している。ヤコプソンの振付家としての特性は、彼自身の舞踊に何らかの特
徴があることではなく、あらゆるテーマに合わせた舞踊語彙を生み出すことにあり、それ
故に難解な文学作品をも舞踊化することができたのであった。 
ヤコプソンの、キーロフ劇場での最後の作品は、1967年『奇跡の国』（全 3幕、音楽：
シュヴァルツ）である。『12』や『南京虫』同様、ヤコプソンは現代的なテーマに取り組
み、第 2次世界大戦の独ソ戦（大祖国戦争）を扱った。ここでヤコプソンは、独ソ戦の舞
台をロシアのおとぎ話の世界に落とし込んだ。若者（Ясный Сокол）とその恋人の麗しき
乙女（Девица-Краса）の住む「奇跡の国」（＝ロシア）に怪物の王（Царь-чудищ＝ナチス・
ドイツ）が攻め入り、戦いの末、怪物の王は打倒され、奇跡の国は守られるが、若者は命
を落としてしまうという筋立てで、舞台美術ではパレフ画家（リヴァノワ、ネムチノフ、
ボリシャコワ）が活躍した。おとぎ話の世界に舞台を替えながら、自らにとって最も現代
的なテーマを取り上げ、オリジナルの筋立てで大作を作り上げた『奇跡の国』は、ヤコプ
ソンにとってひとつの到達点であったと言える。 
キーロフ劇場で上演された大きな幕物の作品の他に、ヤコプソンは膨大な数の小品を遺
している。1958 年、20 の小品を集めた公演『舞踊ミニアチュール』（Хореографические 
миниатюры）がキーロフ劇場で行われ、好評を得た。『舞踊ミニアチュール』の中で、ヤ
コプソンは彫刻作品や、絵画、神話などをもとにしながら様々なジャンルの小品を作った。
一例をあげれば、「ロダン・シリーズ」と銘打たれた作品集では、ドビュッシーの音楽に
合わせてオーギュスト・ロダンの作品『接吻』、『永遠の春』、『永遠のアイドル』が舞踊化
された。1960年にはレニングラード・テレビ・スタジオにより映画化（監督：アポリナー
リー・ドゥトコ）され、さらに 1961年にはモナコ国際テレビフェスティバルで黄金のニ
                            
7 Чистякова В.В. Ролан Пети. [http://www.wysotsky.com/0009/389.htm]（最終閲覧日：2018年 12月 16
日、以下、URLの最終閲覧日はすべて同一） 
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ンフ賞、同年モントレー国際テレビフェスティバルで栄誉賞を受賞する。本稿の冒頭で、
ヤコプソンは世界的な知名度は高くないと述べたが、このように、ヨーロッパのバレエ界
がヤコプソン作品を、断片的であるものの、映画を通じて見知る機会はあった。また、1969
年、バリシニコフは第 1回モスクワ国際バレエコンクールでヤコプソンの小品『ヴェスト
リス』（音楽：ゲンナージー・バンシコフ）を踊り金賞を受賞している。1974年の亡命以
降、バリシニコフは幾度となくヤコプソンの『ヴェストリス』を踊り、アメリカでヤコプ
ソンは『ヴェストリス』の振付家として知られていたようである。なお、舞踊ミニアチュ
ールとは、ヤコプソン自身のアイディアを具現化するための小さな舞踊形式で、彼が最も
得意とした手法である。非常に多岐にわたるジャンル、テーマ、スタイルで、自在に舞踊
を即興的に生み出すことができるヤコプソンが、次々と己の中で湧き出てくる創意を形に
してゆくのに、舞踊ミニアチュールは最も適していた。 
1969 年、舞踊ミニアチュールという名のバレエ団を立ち上げ、ヤコプソンは意欲的に
創作活動に取り組むようになる。大がかりな幕物の作品をレパートリーとするキーロフ劇
場の外に、ヤコプソンが自由に思うままに創作ができる新たな活躍の場を見出したのは当
然のことであったと言える。ソ連各地からバレエ学校の生徒や卒業生が集まり、1971 年
には、舞踊ミニアチュールの最初の公演が、そして 1975年には最初の海外公演がハンガ
リーとドイツで行われた。同じころ、舞踊ミニアチュールの活動の他にも、ヤコプソンは
海外での仕事を受けるようになり、1975年には、ミラノのスカラ座でルイージ・ノーノの
オペラ『愛に満ちた偉大な太陽のもとで』のための振付を行う。同年には、初の米ソ共同
映画『青い鳥』（原作：モーリス・メーテルリンク、監督：ジョージ・キューカー）でも
振付を行うが、撮影が難航し、スカラ座での仕事のためヤコプソンはやむを得ずイーゴリ・
ベリスキーにバトンタッチし、完成した映画にはほとんどヤコプソンの振付は残っていな
い。いずれにせよ、ヤコプソンの海外での知名度の高まりを示す出来事であった。この
1975年は、ヤコプソンにとって、舞踊ミニアチュールの活動も軌道に乗り、ヤコプソン自
身も海外から呼び声がかかるようになり、振付家としてまさにこれからという時であった。
しかし、その年にヤコプソンはがんに倒れ、10 月 7 日、モスクワの病院で惜しまれなが
らこの世を去った。ヤコプソン不在の舞踊ミニアチュールは、最初の海外公演で拍手喝采
の嵐のかげで、ヤコプソンの死を知ることとなった。晩年でやっと運に恵まれるようにな
ったヤコプソンの突然の死は、彼を知るもの皆に惜しまれた。 
 
2. 驚くべき物語―ペトログラードの子供たちの世界一周の旅― 
ここまで、ヤコプソンの生涯と主な作品を見てきたが、ヤコプソンがバレエを 16歳で
 62 
始めるよりも前に起こった、あまり語られることのなかった物語がある。これは、ヤコプ
ソンを含むペトログラードの子供たちが 1918年にペトログラードを発ち、紆余曲折を経
て 1920年に海路を通じて故郷に戻るまでの物語であり、これが広く知られるようになっ
たのは、2005年に史実を元にした本（リポヴェツキー：2005）が出版されたことがきっか
けであった。ヤコプソンの先行研究においては、ロシア語で書かれた主要な研究書（ドブ
ロヴォリスカヤ：1968、ズヴョーズドチキン：2007）の中には子供時代の世界一周につい
ての言及はなく、アメリカの研究者の著作（ロス：2015）の中で初めてこのことに触れら
れている。なお、ロスの著作の中でも日本とのつながりには着目されておらず、本稿で取
り上げるバレエ作品『ヒロシマ』についても上演史の紹介にとどまっている。 
1918年の夏、革命後の食糧難に苦しむペトログラードから、900人近くの子供たちが、
より食糧事情の良好な南ウラル地方にサマー・キャンプに送られ、当時 14歳のヤコプソ
ンと、2人の弟たちもその子供たちの中にいた。ところが、秋が近づくころ、ペトログラ
ードへの帰路が革命の赤軍と対する白軍・チェコ軍の熾烈な戦闘により断たれ、子供たち
は暖かい衣服も十分な食料もないまま、疎開地で孤立してしまう。戦争地帯で、忍び寄る
冬の足音におびえ、いつ故郷に帰れるかわからない子供たちについて、ロシアで救済活動
を行っていた YMCAの聞き及ぶところとなり、救援要請がウラジオストクのアメリカ赤
十字シベリア救護隊に発された。シベリア救護隊により、衰弱している子供たちの保護・
回復がなされ、数か月の間に子供たちは健康を取り戻した。また、衣食住のみならず、教
育面でも手厚い保護が行われた。シベリア救護隊の中には、のちに子供たちの救出活動で
指揮をとることになるレイリー・アレンがいた。シベリア救護隊は、翌年 1918年、子供
たちを前線から離れたウラジオストクに移送するが、日本軍の脅威が今度は差し迫ってく
る。そこでアレンは海路で 800人の子供たちをペトログラードに返すという大胆な計画を
立ち上げ、各国政府に傭船の協力を求めた。しかし複雑な国際情勢を背景とした政治的な
思惑があってか、どの国も首を縦に振ろうとしなかった。そこで名乗りを上げたのが、神
戸の船舶会社大洋汽船の社長、勝田銀次郎であった。勝田は、聖路加国際病院の創設者で
あり、アメリカ赤十字のシベリア救護隊の引率者でもあった、ルドルフ・B・トイスラー
博士と東京で接触し、船舶の提供を快諾した 8。勝田は私財を投じて貨物船を客船に変え、
茅原元治を船長に任命した。1920年 7月 13日、およそ 800人のペトログラードの子供た
ちを載せた客船陽明丸はウラジオストクを出発した。日本人の船員、ソヴィエトの子供た
ち、アメリカの赤十字委員たちといった顔ぶれで、文化や言葉の壁を乗り越えた友情が築
                            
8 北室南苑『陽明丸と 800 人の子供たち―日露米をつなぐ奇跡の救出作戦―』並木書房、2017 年、
111頁。 
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かれた。室蘭、サンフランシスコ、パナマ運河、ニューヨーク、ブレスト、ヘルシンキを
経て、コイヴィスト港（現在のサンクトペテルブルク市プリモルスク）に陽明丸が辿り着
いたのは 10 月 13 日のことであった。子供たちは順次に肉親者や近親者の下に送られて
ゆき、翌年 1921年の 1月 1日、最後の子供たちのグループがペトログラードのフィンラ
ンド駅に到着した。各国政府が支援を拒否したものの、祖国から遠く離れてしまった子供
たちは行く先々で暖かい歓待を受けたという。特筆すべきは、この子供たちが最初に降り
立ったのが室蘭という日本の地であるということだ。というのも、ヤコプソンは後に『ヒ
ロシマ』というバレエを作っており、思春期の少年に、世界一周という出来事が人生に与
えた影響はさることながら、自分の命を救った日本とアメリカの戦争中で起きた原爆とい
う悲劇に対して、この 2国による救出劇を経験しているからこそ持ちえた使命感があった
のではないかと推察される。室蘭港に陽明丸が立ち寄ったのは、食糧補給と船舶の補修が
緊急で必要になったためであり、予期せぬ事態であった。子供たちの強い願いで市内散策
が叶い、室蘭の小学生たちとの心温まる交流も行われた。1920年の室蘭は、陽明丸が寄港
した街の中で唯一のアジアであり、ヤコプソンを含めた思春期の子供たちの目には、文字
通り異世界として映ったであろう。 
 
3. 物語が完結するまで 
ペトログラードを発ってから 2年半の年月をかけて終結した子供たちの世界一周は、し
かし、長い間公にされてこなかった。ソ連国内では、海外への渡航歴は粛清の対象となる
ためひた隠しにされ、ヤコプソン自身もバレエ学校やキーロフ劇場の個人情報を記すアン
ケートで、海外渡航歴の有無の欄は必ず「いいえ」と記入している。家族にさえも打ち明
けるのが憚られるような時代であった。後年、この出来事をまとめた本の作者に向かって、
マイヤ・プリセツカヤは、絶対にヤコプソンがアメリカに（子供のころ）行ったことがあ
るとは書いてはならないと忠告したという 9。ヤコプソンは自分とボリショイ劇場の『ス
パルタクス』アメリカ公演で一緒になり、親密に語り合った仲だった、それでも話せなか
ったのだから、書いてはいけないとプリセツカヤは慮った。 
転機を迎えるのは 1972年、元シベリア救護隊の一員で、子供たちと世界一周を共にし
たバール・ブラムホール（Burl Bramhall）という名のアメリカ人男性が、ソ連を訪れたの
であった。当時の子供たちを気にかけての訪ソであり、最初は相手にされなかったものの、
新聞やラジオでの告知が功を奏し、翌年、かつてのペトログラードの子供たちと感動の再
                            
9  Валович Т. Книга Владимира Липовецкого «Ковчег детей, или Невероятная одиссея» 
[https://www.svoboda.org/a/105956.html] 
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会を果たした。ヤコプソンは舞踊ミニアチュールの公演にブラムホールとその妻を招いた。
そのことを口にすることすら許されなかった世界一周の参加者たちが、半世紀もの間を経
て、再び一同に会した。ブラムホールはその後、ヤコプソンが急逝するまでの 3年間、舞
踊ミニアチュールのアメリカ公演を果たすべく奔走した。その痕跡が、ヤコプソンに宛て
た書簡 10に残されている。書簡には、ブラムホールがアメリカ公演実現のためにコンタク
トを取った、様々な機関や人物とのやり取りも含まれており、ブラムホールは手紙の中で
必ず、舞踊ミニアチュールのアメリカ公演の必要性を語るにあたり、ペトログラードの子
供たちの世界一周の話を簡潔にまとめながら、次の一文を繰り返した。 
 
 
…そんなふうにして 1963年 7月、私と妻はソ連赤十字社と赤新月社の招へい客と
なり、生き残ったうちの 201人との再会をしました。レオニードはスピーチをした人
たちの中の 1人で、今夜は私と妻に捧げる特別公演を行い、100席をかつての子供コ
ロニーのメンバーのために予約したと言いました。 
私と妻は最前列にいました。レオニードはマイクを手に登壇し、簡潔にペトログラ
ードの子供たちの話をし、こう締めくくりました－「もしアメリカ赤十字がなけれ
ば、今ここに私は立っていなかったでしょう。アメリカ赤十字のメンバーがここにい
ます。私のもう 1 人の父である、ミスター・ブラムホールを紹介させてください」。
私はいつかシアトル・オペラ劇場の舞台から彼を紹介したいのだと応じました。…11 
 
 
ブラムホールからの最後の手紙には、1975年の 10～11月に計画されているインプレサリ
オ「Hurok Concerts Inc.12」のレニングラード視察について書かれており、視察はヤコプソ
ンにとってアメリカ公演実現のチャンスであった。ヤコプソンがこの世を去ったのは、ス
カラ座のオペラ、米ソ共同映画に続く、アメリカ公演が決まるかというタイミングであっ
                            
10  ГЦТМ им. А. А. Бахрушина (Государственный центральный театральный музей имени А. А. 
Бахрушина), Ф. 548. Оп. 1. Д. 394. Л.1–2, Д. 395. Л.1, Д. 396. Л.1, Д.397. Л.1, Д.398. Л. 1-4, об.4, Д. 400. 
Л. 1-19.  
11 Брэмхолл Б. (Bramhall B.) Письмо к Л. В. Якобсону и приглашение копии документов, переписанных 
рукой Л. В. Саген. США, 1975 июнь-сентябрь // ГЦТМ им. А. А. Бахрушина // Ф. 548. Оп. 1. Д. 400. Л. 
5-7. 
12 Hurok Concerts Inc. は、ロシア出身のアメリカ人興行主であるソル・ユーロック（1888 – 1974）
により設立されたインプレサリオ。アンナ・パヴロワ、イサドラ・ダンカン、フョードル・シャリ
ャーピンらのアメリカ公演を手掛けた。 
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た。 
 ヤコプソンの死後、1978年、ブラムホールは妻と共に悲劇的な最期を遂げる。精神障害
のある隣人の大学生に銃殺され、そのことは地元シアトルで新聞記事になった。殺人の翌
日、偶然、ソ連水夫でありジャーナリストであるウラジーミル・リポヴェツキ （ーВладимир 
Липовецкий）が偶然、シアトルに寄港し、この新聞記事を偶然手にしたのであった 13。記
事にはペトログラードの子供たちのエピソードも書かれており、大きな関心を寄せたリポ
ヴェツキーは、その後 25 年を資料の収集と本の執筆に捧げ、2005 年、『子供たちの船、
もしくは信じがたきオデュッセイア』14という題で出版した。この本の中で、少年ヤコプ
ソンが、「まるで若いアポロンのように」15女の子たちを魅了していたこと、そして、まだ
バレエを始める前であったが、素晴らしい踊りの才能を持っていたことが描写されている。
題名の通り、そもそもペトログラードの子供たちの救出劇そのものがにわかに信じがたい
物語であるが、ブラムホールがソ連にわざわざ赴き子供たちと再会したこと、そしてヤコ
プソンの死の直前までアメリカ公演実現ために奔走したことに加え、ブラムホールの悲劇
的な死が、廻り回ってロシア国内でペトログラードの子供たちの世界一周について書かれ
た最初の本が世に出るきっかけとなったのは、奇跡としか言いようがない。同時に、子供
たちの世界一周は、革命や世界大戦、そして続く冷戦といった激動の 20世紀を生きたヤ
コプソンがいかに時代に翻弄されたかを物語っている。また、そういった複雑な国内外の
事情により、ヤコプソンの生涯を隅々まで明らかにするには、リポヴェツキーの本が世に
出る今世紀を待たねばならなかったのである。 
 また、日本でペトログラードの子供たちに関する本が出たのはつい昨年（2017年）であ
る。2009 年 9 月 26 日、篆刻作家の北室南苑がサンクトペテルブルクで個展を行った際、
オリガ・モルキナという女性が「ある船長のことを探している」と話しかけてきたことが
きっかけで、それまで知られていなかった茅原基治船長の日本国内での探索が始まった。
モルキナは、世界一周をした子供たちの孫であり、子供のころ祖母から伝え聞いた話に大
変興味を持ち、いつか船長の遺族に子供たちを代表してお礼が言いたいという一心で、出
会う日本人みなに直談判しては断られてきたという。その熱意に押された北室による尽力
が実を結び、2011年には茅原基治の個人の特定、墓参りが叶い、また、船長の手記である
『露西亞小兒團輸送記』も見つかった。2017年には、日本語で初めてペトログラードの子
供たちの世界一周について書かれた本『陽明丸と 800人の子供たち―日露米をつなぐ奇跡
                            
13  Валович Т. Книга Владимира Липовецкого «Ковчег детей, или Невероятная одиссея» 
[https://www.svoboda.org/a/105956.html] 
14 Липовецкий В. Л. Ковчег детей, или Невероятная одиссея. СПб.: Азбука-классика, 2005.  
15 Липовецкий В. Л. Ковчег детей, или Невероятная одиссея. С. 532. 
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の救出作戦―』が出版され、1920年以降、お互いの安否を知らぬまま、この世を去ってい
った日露の世界一周参加者の物語が、ようやく完結したといってよいのではないか。ペト
ログラードを子供たちが出発した 1918年から実に 100年近くの歳月を要し、日本語での
文献が日の目を見たのであった。 
 
4. バレエ『ヒロシマ』 
 ヤコプソンがヒロシマの悲劇というテーマに取り組み始めたのは、「1 幕の映画舞踊」
と名付けられた台本 16が、キーロフ劇場に提出された1963年頃がおそらく最初であった。
この中で、ヤコプソンは、舞台上で踊りを見せながら、同時にスクリーンで映像を流す「ラ
テルナ・マギカ」（laterna magika）という手法の導入を提案している。「ラテルナ・マギカ」
は、チェコ人振付家のヨゼフ・スヴォボーダによって、1958年のブリュッセルで行われた
万博博覧会のために考案された、映像と舞台上のパフォーマンスの融合である。ヤコプソ
ンの台本では、後方にひとつ、脇にふたつ設置されたスクリーンの映像と、舞台上での舞
踊が交互に披露され、スクリーンと舞台がひとつに調和した作品を成すよう工夫がなされ
ていた。「ラテルナ・マギカ」を用いた『ヒロシマ』のキーロフ劇場での上演はかなわな
かったが、斬新な手法をいち早くバレエに取り入れようとするヤコプソンの柔軟性には驚
くべきものがある。 
 ヤコプソンの『ヒロシマ』は、ポーランドの作曲家ヘンリク・グレツキの音楽に合わせ
て作られたが、ヤコプソンの生前の初演は叶わず、死後 1979年になって上演された。そ
んな経緯もあって、ヤコプソンの無数のバレエ作品の中ではあまり注目されてこなかった。
興味深いことに、モスクワにあるバフルーシン舞台芸術博物館のヤコプソンのアーカイヴ
に、丸木位里・丸木俊夫妻の『原爆の図』の第 3作目である『水』の小さな切り抜き 17が
保管されていた。上演に当たってヤコプソンが参考にしたと考えられる、重要な証拠であ
る。『原爆の図』は、原爆投下の数日後に広島を訪れた夫妻が、1945 年から 82 年までの
32年間で書き上げた全 15部に及ぶ作品であり、1959年にはソ連でも『原爆の図』の展覧
会が行われていた。また、日本国内で 1950年から行われた『原爆の図』の巡回展は、1952
年に占領が終了するまで広く公開されることのなかった被爆写真に代わるメディアの役
割を果たしており 18、悲劇の当事者である日本人にとっても、『原爆の図』は大変重要な
                            
16 Якобсон Л. В. Сценарий фильма-балета "Хиросима". (Машинопись) // ЦГАЛИ СПб. (Центральный 
государственный архив литературы и искусства Санкт-Петербурга), Ф. 87. Оп. 1 Д. 194. Л.1-4. 
17
  Якобсон Л. В. Режиссёрские заметки в фотографиях. // ГЦТМ им. А. А. Бахрушина, АРО, Ф. 548. 
ед.хр. 80.  
18 小沢節子『「原爆の図」描かれた〈記憶〉、語られた〈絵画〉』岩波書店、2002年、91、152頁。 
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作品であった。 
 
ヤコプソンは、自伝の中でバレエ『ヒロシマ』について以下のように述べている。 
 
 
これは娯楽でも、クラシック・スタイルや、ポアント、アラベスク、マイムの中で人々
が見たいイメージでもありません。これは本物の人類の惨劇であり、爛れた皮膚であ
り、火傷に覆われた身体であり、腐敗していく骨です―これこそが、『ヒロシマ』な
のです。これは、20世紀のあらゆる惨禍への抗議となるはずです 19。 
 
 
非常に強いメッセージ性と、平和への希求、そして戦争の記憶に対する問題意識を感じさ
せる言葉である。悲劇そのものが描かれた初期の丸木夫妻の作品にも通ずるところがある
と言えよう。 
日本国外における原爆の舞踊における表象の歴史をふりかえってみると、1947 年にニ
ュージーランドの都市ウェリントンで『ヒロシマ』という舞踊作品が初演されている。the 
New Dance groupという舞踊集団を率いるオリヴィエ・スミッテルス（Olive Smithells）が
振付を行った。確認できた中で最も初期の『ヒロシマ』であるが、広島の悲劇が舞踊家に
及ぼした影響の大きさがうかがい知れる。 
より広く知られているのは、1962年初演のハンガリー人振付家イムレ・エックによる 1
幕 5場のバレエ作品『ヒロシマ』であり、音楽はポーランドの作曲家ブーコワが手がけた。
エックは 1960年にハンガリーの都市ペーチの国立劇場でバレエ団を創設しており、エッ
ク版『ヒロシマ』の初演もこの劇場で行われた。ここで初演年に着目すると、ヤコプソン
が台本をキーロフ劇場に提出したよりも前に、エックが『ヒロシマ』を上演していること
がわかる。さらに、アーカイヴ資料をひも解くと、ヤコプソンに宛てたエックの書簡 20
（1962年 9月 9日付）が残っており、2人に面識があったことが確認できる。その書簡に
よると、エックは同年 7月 28日から 8月 6日にかけてヘルシンキで行われた、第 8回世
界青年学生祭典で『ひとつの出会いのヴァリエーション』(«Вариация на одну встречу»)と
いうバレエを上演し、同じく祭典に参加していたヤコプソンと話す機会があったという。
                            
19 Якобсон Л. В. Письма Новерру: Воспоминания и эссе. Нью-Йорк: Неrmitage Рublichers, 2001. С. 339. 
20 Экк И. Письмо Л.В. Якобсону о спектакле (машинопись)// ЦГАЛИ СПб. Ф. 87. Оп.1. Д. 156. Л.12. 
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また、ヤコプソンの自分の作品への評価を大変うれしく思っており、自分もヤコプソン作
品を崇拝しているという旨がつづられている。4か月ほど前に会ったばかりの、自らを敬
い、またヤコプソン自身も一目置いていた若手振付家であるエックが、『ヒロシマ』とい
う作品を上演し、好評を博したことは、ヤコプソンの創作意欲を大いに刺激したであろう
と想像できる。エック版『ヒロシマ』の初演は、1962年の年末（12月 21日）に行われ、
それからほとんど間を置かず、翌年にはヤコプソンが自身のオリジナル・ヴァージョンの
台本を書き上げキーロフ劇場に提出していることからも、エックからの影響がうかがえる。 
また、1966 年にはカザフスタンの作曲家ガジーナ・ジュバノワ（Газина Ахметовна 
Жубанова）が全 2 幕の『ヒロシマ』を手掛けている。ジュバノワのバレエ音楽『アカナ
ト』（白い翼）、『カモメ』という作品と共に、『ヒロシマ』は、『白い鳥の伝説』という 3部
作を成している。ちなみに、1981 年出版のバレエ事典 21には、興味深いことに「ヒロシ
マ」という索引が存在しており、エックとジュバノワのバレエ作品への言及があるが、な
ぜかヤコプソン版への言及はない。 
日本で着目すべきは、1997年、日本の舞踊家である亜甲絵里香が『原爆の図』（『ゆうれ
い』、『火』、『水』、『少年少女』、『とうろう流し』に加え、前後にオリジナル作品の『平和』
と『希望・愛』を創作）の舞踊化を行っており 22、また、2004年から舞踏家である和泉舞
も同じく『原爆の図』を踊りにしている 23ことである。現代の日本の舞踊家・舞踏家にと
って、『原爆の図』が舞踊の対象としてアクチュアルな意味を持つということを、もちろ
んヤコプソンは知る由もなかったであろうが、おそらく『原爆の図』の『水』をもとにし
たであろう『ヒロシマ』が半世紀以上も前にヤコプソンによって上演されていることを考
えると、ヤコプソンの振付家としての感覚の鋭さ、また、舞踊という枠組みを超えた人間
としての問題意識の高さに、改めて驚かずにはいられない。 
 
5. 終わりに 
 ここでは、その後のヤコプソン作品について言及しながら結びとしたい。1975 年のヤ
コプソンの死後、バレエ団舞踊ミニアチュールは名を変えながら、ヤコプソン作品の再演
に尽力してきた。1976年から 2001年は、主要なヤコプソン作品で主役を務めてきたアス
コリド・マカロフ（Аскольд Анатольевич Макаров）がバレエ団を主導し、『12』（1976年）、
                            
21
 Балет: Энциклопедия. Григорович Ю. Н. (главный редактор) М.: Советская энциклопедия, 1981. С.561. 
22 亜甲絵里香主催ダンスシアターホームページ [http://erikaakoh.com/gallery/index.html#gallery_02] 
23「「原爆の図」舞踏化 5 作目 「少年少女」題材に鎮魂」『中日新聞』2012 年 8 月 23 日朝刊。
[http://www.hiroshimapeacemedia.jp/?p=7336] 
 69 
『スパルタクス』（部分、1981年）、『シュラレー』（部分、1985年）、『ヒロシマ』（1979年）、
『ヴェストリス』（1988年）といった作品を再演した。マカロフの死後、ミハイロフスキ
ー・バレエの元ソリストであり、振付家であるユーリー・ペトゥホフ（Юрий Николаевич 
Петухов）が芸術監督に就任し、『婚礼』（2003年）、『南京虫』（2004年）が再演された。
2011年から現在は、アンドリアン・ファデーエフ（Андриан Гуриевич Фадеев）が芸術監
督であり、『ロダン・シリーズ』『婚礼』『南京虫』（全て 2012年）や、『スパルタクス』（2013
年）が再演された。かつての舞踊ミニアチュールは現在、ヤコプソンの名を冠したレオニ
ード・ヤコプソン記念サンクトペテルブルク国立アカデミー劇場（Санкт-Петербургский 
государственный академический театр балета имени Леонида Якобсона）として活動を
続けており、古典バレエ作品の上演や、海外の振付家との共同制作の傍ら、ヤコプソン作
品の復刻・再演を行っている。同バレエ団は近年、頻繁に来日公演を行っているが、その
中でヤコプソン作品を上演したことはまだない 24。意外な日本との縁が明らかになった今、
ヤコプソンのオリジナル作品が日本で上演される日が待たれる。 
また、マリインスキー劇場では、2009年に『シュラレー』が、2010年には『スパルタ
クス』が再演され、双方とも同劇場のレパートリーとなっている。また、『南京虫』は 2001
年に再演、2006年にはショスタコーヴィチ生誕 100年にちなんだ「ショスタコーヴィチ・
オン・ステージ」というバレエ・フェスティバルの一環で、ロンドン公演を果たした。2016
年にはアメリカのボストン・バレエが、ヤコプソンの没後 40周年で『パ・ド・カトル』
及び『ロダン・シリーズ』を上演した。 
このように、ロシア国内外でヤコプソン作品の再演が行われているが、生前作られた膨
大な作品の中ではほんのわずかであり、ヤコプソンの生前にヤコプソン作品を踊ったダン
サーが高齢化してゆく今、ヤコプソン作品の保存は急務である。 
本稿では、前半ではヤコプソンの主要作品に触れながら経歴を俯瞰し、ヤコプソン作品
のジャンル、様式の幅の広さや、ヤコプソン自身の即興であらゆる舞踊を生み出せる振付
家としての天性に言及してきた。ヤコプソンが振付家としての道を歩み始めた 1920年代
後半から 1930年代初めは、ソヴィエト・バレエ界全体が新たなバレエの方向性を模索し
ており、スポーツやアクロバットとの融合など、斬新で実験的な作品も多く作られた。ヤ
コプソンはその後表舞台から去り、1950 年にキーロフ劇場に戻るまで、大きな作品は作
                            
24 なお、ヤコプソンは 1967 年のキーロフ劇場日本公演で来日しており、ガラ・コンサートの中で
ヤコプソンの小品（『雪娘』、『魔女の踊り』、『狩人と小鳥』、『おしゃべり女』）が上演された。1967
年の公演プログラムは、昭和音楽大学バレエ情報総合データベースを参照: [http://ballet.tosei-showa-
music.ac.jp/home/event_detail/4418] 
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っていない。このころはちょうどソヴィエト文学における社会主義リアリズムに匹敵する
ドラマ・バレエが、スターリンの台頭とともに唯一国家に認められたバレエとして一時期
は『ロミオとジュリエット』（音楽：プロコフィエフ、振付：ラヴロフスキー）のような
傑作を生みながらも、60 年代に差し掛かるころにはバレエの停滞の原因となっていた。
幸か不幸かヤコプソンはその時に活動の場を得られなかったために、ドラマ・バレエとい
うソヴィエト・バレエの大きな潮流に乗ることもなく、常に新たな舞踊語彙を模索し続け
ることができたと言える。 
本稿の後半では、これまで公にされてこなかった世界一周のエピソードや、筆者により
初めて確認されたエックとの交流、丸木夫妻の『原爆の図』との繋がりなどに触れながら、
ソヴィエト・バレエ史を越えたより広い文脈でヤコプソンを捉える試みを行った。世界一
周の史実は 2005年のリポヴェツキーの本の出版まではロシア国内では広く知られること
はなく、また、日本語で書かれた文献は、子供たちがペトログラードを発ってからほぼ 100
年後にようやく出版された。どちらの作者も全くの偶然からその史実を知り、何かの使命
感に駆り立てられるように資料を集め、執筆したのであった。当時の子供たちが、革命や
戦争に翻弄され、自らの意と全く反する形で体験した世界一周の物語は、半世紀を経てよ
うやく口にできるようになり、そして 1世紀が経ちようやく文献が入手できるようになっ
たのである。ヤコプソンの生きた激動の 20世紀が、どれほどに複雑で困難に満ちていた
か、そしてその中でヤコプソンが、どれほどのエネルギーで創作の道を駆け抜けていった
のかを、考えずにはいられない。 
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Choreographer Leonid Yakobson: the unknown history of the ballet-master 
in Soviet Russia 
Ayako Kaji 
 
The article concerns the life of the Soviet choreographer Leonid Yakobson (1904–
1975), his main works of ballet, and unknown facts about his life that are related to 
Japan. Yakobson is underestimated in ballet history outside Russia but 
accomplished significant achievements as a genius choreographer and influenced 
other Soviet and foreign choreographers and dancers with his unique masterpieces 
on a wide variety of themes in very different genres and styles. Mainly working as 
a ballet-master at the Kirov Theatre and his own ballet company, Choreographic 
Miniatures – (founded in 1969), Yakobson adhered to his principle– create dance 
languages which are suitable for each ballet work. In addition, the paper details 
Yakobson’s connection to Japan by focusing on his experiences of world travel in 
childhood, including his visit to Japan – his first to a foreign country – and his ballet 
miniature, Hiroshima (music by Henryk Górecki).  
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